
規模が大きくなるほどCMS利用率は高い傾向がみられる。しかしながら、画像、動画などを多く利用するサイ

トなどは、各分野の担当者がデザイナーを介せずとも各自コンテンツ作成を進めることができ、作業管理を一括

で行えるといったメリットがあるため、規模にかかわらず今後は利用されるものと思われる。

大企業での浸透が高く、導入は30.0％、導入予定は60.0％
資料3-6-25　CMS導入の有無［従業員規模別］

CMSの導入状況は9.3%で、今後の導入

予定を合わせても2割強である。CMSは

ウェブサイトやイントラネットなどを構

成するテキスト、画像、動画、音声など

の素材データとレイアウト情報を保存し、

一元管理するソフトウェアの総称で、ウ

ェブサイト管理の生産効率性などを上げ

ることを目的としている。

CMSの利用企業は9.3%、導入予定は13.4％
資料3-6-24　CMS導入の有無　N=762
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CMS導入または導入予定の企業173サンプルの利用CMSは「MovableType」「独自開発」が28.9%の同率

で高い。「Movable Type」は代表的なブログツールであるが、操作が簡単である点から利用されていると思わ

れる。一方、「独自開発」は、業務に合ったカスタマイズされたツールとして重宝されていると思われる。

トップは同率28.9％で「MovableType」と「独自開発」
資料3-6-26　導入済みまたは導入予定のCMS（複数回答）　N=173
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